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成果の概要 

 

京都大学大学院医学研究科 人間健康科学系専攻 

博士後期課程 3年 中尾彩佳 

 

1. 学会の概要 

 今回参加した The 24th Congress of the European College of Sport Science（第 24回ヨ

ーロッパスポーツ科学学会）は、The European College of Sport Science（ヨーロッパスポ

ーツ科学学会）が毎年開催している国際研究会議であり、本年は 7 月 3 日から 6 日までの

計 4日間、チェコ共和国・プラハにあるプラハ会議センターにて開催された。主催者はヨー

ロッパの学会であるが、例年、チェコ、イギリス、ドイツ、イタリア、フランスなどのヨー

ロッパの国々のみならず、アメリカ、オーストラリア、日本など 70 か国以上から約 3000

名の参加者が一堂に会する大規模な国際研究会議である。会期中は午前 8 時から午後 8 時

まで、12部屋で並行してプログラムが実施され、各分野の第一人者がこれまでの研究内容・

臨床経験や最新のトピックスに関して教授するシンポジウムもあれば、各研究者が自身の

研究内容を発表し議論する口頭発表やポスター発表セッションも設けられていた。本学会

には解剖学、運動生理学等の基礎医学、スポーツ医学、リハビリテーション医学などの臨床

医学、社会健康医学等の健康増進に関する研究者や医療従事者、トレーナーが参加しており、

分野や職種を超えて、活発に議論がなされていた。4日間で計 870演題の発表が行われた。 

 

2. 発表の概要 

 私は Conventional Print Posterの「Muscle / Tendon function」（筋および腱の機能）と

いうセッションにおいて、”Changes in echo intensity and shear elastic modulus of the 

hamstrings with passive knee extension （他動的膝関節伸展によるハムストリングスの

筋輝度および弾性率の変化）”という題目で発表を行った。Conventional Print Posterでは、

ポスターの前で 3分間の口頭発表を行った後、2分間の質疑応答が実施された。本研究発表

の概要は下記の通りである。 

 スポーツやリハビリテーションの現場において、筋の柔軟性向上を目的にストレッチン

グがよく実施される。各筋に対する効果的なストレッチング方法を開発するための筋の伸

張量の指標として、近年、超音波診断装置せん断波エラストグラフィー機能で計測される弾

性率が用いられているが、機器が高価であるため使用できる施設が限られている。我々はよ

り汎用性が高い指標として、一般的な超音波 B-mode画像から求めた輝度を用い、他動的足

関節背屈により腓腹筋の輝度が増加することを報告した（第 23回日本基礎理学療法学会学

術大会，2018）。しかし他筋でも同様に他動的な筋伸張により輝度が変化するかは不明であ

る。そこで本研究では、他動的な膝関節伸展によってハムストリングスの弾性率と輝度が増

加するかを検証した。対象は健常若年男性 16名とした。背臥位、股関節 90°屈曲位、膝関



節 90°、70°、50°、30°屈曲位におけるハムストリングスの弾性率と輝度をランダムな

順に測定した。弾性率は超音波診断装置 Aixplorerのせん断波エラストグラフィー機能で測

定した。輝度の評価には超音波診断装置の B-mode画像を用い、関心領域内のグレースケー

ルの平均値を算出した。膝関節伸展に伴う弾性率や輝度の変化を検討するため、各被験者に

おいて膝関節角度と弾性率、膝関節角度と輝度の Pearson の相関分析を実施した。その結

果、膝関節角度と弾性率だけでなく膝関節角度と輝度の間にも高い正の相関係数が示され、

ハムストリングスを伸張すると弾性率だけでなく輝度も増加することが明らかとなった。

輝度は比較的安価な超音波診断装置でも測定が可能であるため、実際のスポーツやリハビ

リテーションの現場で筋の伸張力を評価する上で有用な指標となる可能性が示された。 

 

3. 研究発表を経て得られた成果 

 上記研究発表後、研究発表に興味を持った参加者から他筋や他の測定場所での結果等に

関する質問があり、自身が行った先行研究の結果を紹介しながら議論する中で、今後の研究

につながるアイデアやアドバイスを得ることができた。得られたアイデアおよびアドバイ

スを活かして今後も関連研究を発展させていくと同時に、今回の発表に際して寄せられた

質問や意見を現在投稿準備中の論文に反映させることで、論文の質の向上を図ることがで

きると考えられる。 

 また、今回の学会参加は私にとって初めての国際研究会議への参加・発表経験であった。

英語を使用して短時間で他分野の研究者にも伝わるよう説明することの難しさを実感した

一方、無事発表と質疑応答を行い、他国の研究者と意見交換を行うことができたことは自信

にもつながった。今回の経験を糧に、さらに語学力および研究を発展させ、今後は発表およ

び質疑応答時間の長い口頭発表にも臆せずチャレンジしていきたいと考える。このような

機会を大学院在学中に経験し、自信とモチベ―ションを高めることができたことは、今後の

研究生活にとって大きな糧となると考える。 

 

4. 国際研究会議への参加を通して得られた成果 

 自身の研究発表以外の時間には、自身の研究内容に近い研究演題だけでなく、スポーツ医

学、スポーツ栄養学など他分野の研究演題およびシンポジウムにも積極的に参加し、質問・

意見することにより、関連分野に関する最新の知識を得、また、他国の研究者とのネットワ

ークを作る貴重な機会となった。特に興味深かった研究発表やシンポジウムの内容につい

ては、帰国後、さらに研究論文を読んだり、所属研究室でのミーティングにおいて伝達講習

を行ったりすることで、理解を深めることができた。日本において情報収集しているのみで

は、他分野における最新の研究やトピックスを追いきれない部分もあるため、今回のように

大規模な国際研究会議に参加し、スポーツ科学全般について情報収集ができたことは、大変

有意義な機会であった。 
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